






 

多くの糸球体腎炎の発症にアレルギーⅢ型機序が関与し,immune complex の腎への沈着が

重要な病因と考えられている。腎糸球体に検出される immune complex が流血中の immune 

complex(circulating immune complex:CIC)と同一であるかは未だ結論はでていないが,CIC

が糸球体腎炎の発症・進展に関する免疫学的機序を解明する上で大切な研究課題であるこ

とは疑いない。 

 CIC の測定法は多くの手技が開発されている。これらのうち,学校検尿有所見者に応用で

きる方法は,少量の血清で多数の検体処理能力があり,安定性や再現性,測定感度の良いこ

とが条件である。以上の観点から,Conglutinin Binding Test と ELISA(Enzyme Linked 

Immunosorbent Assay)の併用は現在最も適した方法と判断し,学校検尿有所見者のCIC測定

を行ったのでその成績と，CIC よりみた患児管理の問題点を報告する。 


